
(57)【要約】
【課題】　凍結乾燥装置を用いることなく高分子からなる医療用多孔質体を製造する方法
を提供する。
【解決手段】　医療用多孔質体の材料となる高分子を溶媒に溶解させて高分子溶液を作製
する。この高分子溶液を所望の形状となる鋳型に流し込み冷凍庫にて凍結させ、高分子溶
液の凍結体を得る。その後、凍結体に含まれる高分子に難溶または不溶でありかつ溶媒に
可溶である抽出溶媒を用いて凍結体から溶媒を抽出する。最後に多孔質体に含まれる抽出
用溶媒を取り除くために乾燥を行う。
【選択図】　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 高 分 子 か ら な る 医 療 用 多 孔 質 体 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 高 分 子 を 溶 媒 に 溶 解 さ せ た 溶 液 を 凍 結 さ せ て 凍 結 体 を 作 製 し 、 前 記 高 分 子 が 難 溶 ま た は
不 溶 で あ り か つ 前 記 溶 媒 が 可 溶 で あ る 抽 出 溶 媒 を 用 い て 前 記 凍 結 体 か ら 溶 媒 を 抽 出 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 医 療 用 多 孔 質 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 高 分 子 は 、 熱 可 塑 性 高 分 子 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 用 多 孔 質
体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 熱 可 塑 性 高 分 子 は 、 ウ レ タ ン 系 樹 脂 、 塩 化 ビ ニ ル 系 樹 脂 、 ア ク リ ル 系 樹 脂 、 ス チ レ
ン 系 樹 脂 、 ポ リ エ ス テ ル 類 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 、 ポ リ ア ル ギ ン 酸 か
ら な る 群 か ら 選 択 さ れ た 高 分 子 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 医 療 用 多 孔 質 体
の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 溶 媒 は 、 ク ロ ロ ホ ル ム 、 テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン 、 ト ル エ ン 、 キ シ レ ン 、 メ チ ル エ ー テ
ル ケ ト ン 、 ア セ ト ン 、 塩 化 メ チ レ ン 、 ジ メ チ ル サ ル フ ォ キ サ イ ド 、 ジ オ キ サ ン か ら な る 群
か ら 選 択 さ れ た 溶 媒 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 医 療 用 多 孔
質 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 抽 出 溶 媒 は 、 エ タ ノ ー ル 、 メ タ ノ ー ル の 群 か ら 選 択 さ れ た 抽 出 溶 媒 で あ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 医 療 用 多 孔 質 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 溶 媒 の 抽 出 は 、 前 記 溶 媒 の 凝 固 点 以 下 で 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず
れ か に 記 載 の 医 療 用 多 孔 質 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 凍 結 体 は 、 高 分 子 と 溶 媒 と が 相 分 離 し た 複 相 構 造 を な し て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 医 療 用 多 孔 質 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 高 分 子 か ら な る 医 療 用 多 孔 質 体 で あ っ て 、
　 表 皮 部 と 内 部 と の 多 孔 度 が 略 等 し い
　 こ と を 特 徴 と す る 医 療 用 多 孔 質 体 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 多 孔 度 は 、 ８ ０ ％ ～ ９ ８ ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 医 療 用 多 孔 質
体 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 高 分 子 は 、 乳 酸 － ε カ プ ロ ラ ク ト ン 共 重 合 体 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ ま
た は ９ に 記 載 の 医 療 用 多 孔 質 体 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 乳 酸 － ε カ プ ロ ラ ク ト ン 共 重 合 体 は 、 分 子 量 が １ ０ 万 ～ ３ ０ 万 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 医 療 用 多 孔 質 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 細 胞 増 殖 や 生 体 内 埋 設 に 用 い る 医 療 用 多 孔 質 体 お よ び そ の 製 造 方 法 に 関 し 、
特 に 、 そ の 製 造 コ ス ト を 抑 制 す る 技 術 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 医 療 分 野 や 再 生 医 工 学 の 分 野 に お い て は 、 組 織 再 生 の 足 場 材 料 と し て 高 分 子 か ら
な る 医 療 用 の 多 孔 質 体 が 用 い ら れ て い る 。 こ の 多 孔 質 体 は 、 組 織 の 導 入 に よ り 細 胞 の 分 化
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誘 導 や 組 織 形 成 に 用 い ら れ る ほ か 、 構 造 的 に 表 面 積 が 大 き い こ と か ら 徐 放 薬 剤 の 担 体 と し
て も 用 い ら れ る 。
　 こ の よ う な 多 孔 質 体 の 製 造 方 法 と し て は 、 特 許 文 献 １ ～ ５ に 見 ら れ る よ う に 高 分 子 溶 液
を 凍 結 し た 後 真 空 減 圧 下 に て 溶 媒 を 揮 発 さ せ る 凍 結 乾 燥 法 を 用 い る こ と が 一 般 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 凍 結 乾 燥 法 は 、 上 記 の よ う に 低 温 か つ 高 真 空 下 に お い て 処 理 さ れ る の で 、 材 料 と な る 高
分 子 の 化 学 的 劣 化 を 抑 制 し な が ら 多 孔 質 体 を 製 造 す る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ０ ５ － ４ ３ ７ ３ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ０ ９ － ９ ９ ０ ５ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ １ － ３ １ ９ ０ ６ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 ２ ０ ０ ０ － ３ ２ ９ ７ ６ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 平 ２ ０ ０ ２ － １ ４ ６ ０ ８ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 凍 結 乾 燥 法 に お い て は 、 高 価 な 高 真 空 装 置 や 低 温 ト ラ ッ プ な ど を 備
え る 凍 結 乾 燥 装 置 を 用 い る 必 要 が あ り 、 多 孔 質 体 を 製 造 す る 際 に お い て は 、 そ の イ ニ シ ャ
ル コ ス ト が 上 昇 す る と と も に 高 真 空 に 保 持 す る た め の ラ ン ニ ン グ コ ス ト も か さ み 、 多 孔 質
体 の 製 造 コ ス ト が 高 く な る と い う 問 題 が あ る 。
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 に 鑑 み 、 凍 結 乾 燥 装 置 を 用 い る こ と な く 医 療 用 の 多 孔 質 体 を 製 造 す
る こ と が で き る 医 療 用 多 孔 質 体 の 製 造 方 法 等 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 医 療 用 多 孔 質 体 の 製 造 方 法 は 、 高 分 子 を 溶 媒
に 溶 解 さ せ た 溶 液 を 凍 結 さ せ て 凍 結 体 を 作 製 し 、 高 分 子 が 難 溶 ま た は 不 溶 で あ り か つ 溶 媒
が 可 溶 で あ る 抽 出 溶 媒 を 用 い て 凍 結 体 か ら 溶 媒 を 抽 出 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 こ れ に よ れ ば 、 一 般 家 庭 に あ る よ う な フ リ ー ザ を 用 い て 多 孔 質 体 を 製 造 す る こ と が で き
る の で 、 高 価 な 凍 結 乾 燥 装 置 を 用 い る 必 要 が な く 、 製 造 コ ス ト を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 具 体 的 な 高 分 子 材 料 と し て は 、 熱 可 塑 性 高 分 子 を 用 い る こ と が で き 、 例 え ば ウ レ タ ン 系
樹 脂 、 塩 化 ビ ニ ル 系 樹 脂 、 ア ク リ ル 系 樹 脂 、 ス チ レ ン 系 樹 脂 、 ポ リ エ ス テ ル 類 、 ポ リ ビ ニ
ル ア ル コ ー ル 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 、 ポ リ ア ル ギ ン 酸 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ た 高 分 子 を 挙 げ
る こ と が で き る 。
　 溶 媒 と し て は 、 ク ロ ロ ホ ル ム 、 テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン 、 ト ル エ ン 、 キ シ レ ン 、 メ チ ル エ ー
テ ル ケ ト ン 、 ア セ ト ン 、 塩 化 メ チ レ ン 、 ジ メ チ ル サ ル フ ォ キ サ イ ド 、 ジ オ キ サ ン か ら な る
群 か ら 選 択 さ れ た 溶 媒 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 抽 出 溶 媒 と し て は 、 エ タ ノ ー ル 、 メ タ ノ ー ル の 群 か ら 選 択 さ れ た 抽 出 溶 媒 を 用 い
る こ と が で き る 。
　 こ こ で 、 溶 媒 の 抽 出 は 、 そ の 際 に 凍 結 体 の 形 が 崩 れ な い よ う に 溶 媒 の 凝 固 点 以 下 で 行 う
こ と が 好 ま し い 。
　 な お 、 凍 結 体 は 、 凍 結 を 行 う こ と に よ っ て 高 分 子 と 溶 媒 と が 相 分 離 し た 複 相 構 造 を な し
て い る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う な 製 造 方 法 に よ っ て 形 成 さ れ る 医 療 用 多 孔 質 体 は 、 表 皮 部 と 内 部 と の 多 孔 度 が
略 等 し く な る の で 、 再 生 医 工 学 な ど の 分 野 に 適 し た も の と な る 。
　 上 記 多 孔 度 は 、 ８ ０ ％ ～ ９ ８ ％ の も の が 組 織 再 生 の 用 途 に お い て は 好 ま し い 。
　 具 体 的 な 高 分 子 と し て は 、 分 子 量 が １ ０ 万 ～ ３ ０ 万 の 乳 酸 － ε カ プ ロ ラ ク ト ン 共 重 合 体
を 用 い る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 述 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 高 分 子 を 溶 媒 に 溶 解 さ せ た 溶 液 を 凍 結 さ せ て 凍 結 体
を 作 製 し 、 高 分 子 に 難 溶 ま た は 不 溶 で あ り か つ 溶 媒 に 可 溶 で あ る 抽 出 溶 媒 を 用 い て 凍 結 体
か ら 溶 媒 を 抽 出 し て 多 孔 質 体 を 形 成 さ せ て い る の で 、 一 般 家 庭 に あ る よ う な フ リ ー ザ を 用
い て 多 孔 質 体 を 製 造 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 高 価 な 凍 結 乾 燥 装 置 を 用 い る 必 要 が
な く 、 イ ニ シ ャ ル コ ス ト 並 び に ラ ン ニ ン グ コ ス ト を 低 く で き 、 製 造 コ ス ト を 抑 制 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 医 療 用 多 孔 質 体 の 表 皮 部 と 内 部 と の 多 孔 度 が 略 等 し く な る の で
、 再 生 医 工 学 な ど の 分 野 に 適 し た も の を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 医 療 用 多 孔 質 体 （ 以 下 、 「 多 孔 質 体 」 と い う 。 ） お よ び そ の 製 造 方
法 の 一 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 多 孔 質 体 の 材 料 に 使 用 す る 高 分 子 に つ い て 説 明 す る 。
　 本 発 明 に 係 る 多 孔 質 体 を 構 成 す る 高 分 子 は 、 例 え ば 、 熱 可 塑 性 の 高 分 子 で あ り 、 溶 媒 に
可 溶 な も の で あ れ ば 特 に 制 限 さ れ る こ と な く 用 い る こ と が で き る 。 例 え ば 、 熱 可 塑 性 高 分
子 と し て は 、 熱 可 塑 性 ウ レ タ ン 系 樹 脂 、 塩 化 ビ ニ ル 系 樹 脂 、 ア ク リ ル 系 樹 脂 、 ス チ レ ン 系
樹 脂 、 ポ リ エ ス テ ル 類 、 お よ び ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル や ポ リ ア ク リ ル 酸 、 ポ リ ア ル ギ ン 酸
等 の 水 溶 性 高 分 子 を 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ れ ら の 高 分 子 を 複 数 ブ レ ン ド し た も
の を 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ こ で 、 熱 可 塑 性 ポ リ ウ レ タ ン 系 樹 脂 や 塩 化 ビ ニ ル 系 樹 脂 と い っ た 生 体 吸 収 性 を 示 さ な
い 高 分 子 は 、 生 体 の 外 部 に 貼 付 す る 薬 剤 担 体 に 用 い る こ と が 望 ま し い 。 一 方 、 生 体 吸 収 性
を 示 す 高 分 子 で あ る 、 ポ リ エ ス テ ル 類 に 属 す る ポ リ 乳 酸 や ポ リ グ リ コ ー ル 酸 、 ポ リ リ ン ゴ
酸 、 ポ リ カ プ ロ ラ ク ト ン 、 お よ び こ れ ら の 共 重 合 体 な ど は 、 生 体 内 に 埋 植 可 能 な 組 織 再 生
用 の ス キ ャ ホ ー ル ド と し て 用 い る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 、 こ の よ う な 高 分 子 を 溶 媒 に 溶 解 さ せ て 高 分 子 溶 液 を 作 製 し 、 こ の 溶 液 を 型 に 流 し
込 ん で 冷 凍 庫 に て 凍 結 さ せ 、 高 分 子 溶 液 の 凍 結 体 を 得 る 。 こ こ で 、 凍 結 体 に お い て は 、 そ
の 凍 結 を 行 う こ と に よ っ て 溶 媒 と 高 分 子 と が 相 分 離 し た 複 相 構 造 を な し て い る と 考 え ら れ
る 。
　 使 用 す る 溶 媒 と し て は 、 多 孔 質 体 に 用 い る 高 分 子 を 溶 解 さ せ る こ と が で き る と と も に 、
冷 凍 庫 程 度 の 温 度 に お い て 凝 固 す る も の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 例 え ば 、 ク ロ ロ ホ ル ム 、 テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン （ Ｔ Ｈ Ｆ ） 、 ト ル エ ン 、 キ シ レ ン 、 メ チ ル
エ ー テ ル ケ ト ン （ Ｍ Ｅ Ｋ ） 、 ア セ ト ン 、 塩 化 メ チ レ ン 、 ジ メ チ ル ス ル フ ォ キ サ イ ド （ Ｄ Ｍ
Ｓ Ｏ ） 、 ジ オ キ サ ン な ど の 有 機 溶 媒 を 用 い る こ と が で き る 。 特 に 、 ジ オ キ サ ン や キ シ レ ン
な ど は 、 一 般 家 庭 に お い て 使 用 さ れ て い る 冷 凍 庫 の 温 度 （ － ２ ０ ℃ ） 程 度 に お い て 凝 固 す
る た め 、 特 殊 な 冷 凍 庫 が 不 要 で あ り イ ニ シ ャ ル コ ス ト を 下 げ 、 多 孔 質 体 の コ ス ト を 下 げ る
こ と が で き る た め 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 、 凍 結 体 を 凍 結 さ せ た 状 態 に て 、 溶 質 で あ る 高 分 子 が 難 溶 ま た は 不 溶 で あ り 、 か つ
溶 媒 と 相 溶 性 の あ る 抽 出 溶 媒 に て 溶 媒 を 抽 出 す る 。 こ の 抽 出 に お い て は 、 凍 結 し た 高 分 子
溶 液 の 形 状 が 崩 れ な い 温 度 、 す な わ ち 溶 媒 の 凝 固 点 以 下 （ 例 え ば 、 上 記 冷 凍 庫 内 に て － ２
０ ℃ ） に 管 理 す る 必 要 が あ る 。 こ こ で 、 抽 出 溶 媒 と し て は 、 エ タ ノ ー ル や メ タ ノ ー ル な ど
を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 抽 出 に よ っ て 、 高 分 子 は 多 孔 質 体 の 形 状 と な り な が ら 析 出 す る 一 方 、 溶 媒 が 抽 出 溶
媒 と 溶 け 合 っ て 置 換 さ れ る の で 、 抽 出 に よ り 形 成 さ れ る 多 孔 質 体 に は 抽 出 溶 媒 が 含 侵 さ れ
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た 状 態 と な る 。
　 最 後 に 、 こ の 抽 出 溶 媒 を 蒸 発 さ せ る こ と に よ っ て 多 孔 質 体 を 得 る こ と が で き る 。
　 こ の よ う な 方 法 に よ れ ば 、 凍 結 乾 燥 装 置 を 用 い る こ と な く 一 般 的 に 使 用 さ れ て い る 冷 凍
庫 に て 多 孔 質 体 を 製 造 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 多 孔 質 体 製 造 時 に お け る イ ニ シ ャ
ル コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き 、 多 孔 質 体 の 製 造 コ ス ト を 下 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 に 係 る 多 孔 質 体 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 得 ら れ た 多 孔 質 体 は 、 外 表 面 に 近
い 部 分 が 緻 密 に な り 内 部 が 粗 と な る い わ ゆ る ス キ ン － コ ア 構 造 が 見 ら れ な く な る 。 し た が
っ て 、 多 孔 質 体 は 、 全 体 的 に 均 一 な 多 孔 度 を 有 す る 構 造 と な り 、 足 場 材 料 な ど に 適 用 す る
場 合 に は ス キ ン － コ ア 構 造 を 有 す る も の よ り も 適 し た も の と な る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 製 造 方 法 を 用 い て 、 生 体 吸 収 性 高 分 子 で あ る Ｌ 乳 酸 － ε カ プ ロ ラ ク
ト ン 共 重 合 体 の 多 孔 質 体 を 製 造 す る 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
　 （ １ ） 組 成 比 ７ ５ ： ２ ５ の Ｌ 乳 酸 － ε カ プ ロ ラ ク ト ン 共 重 合 体 （ 以 下 、 Ｐ （ Ｌ Ａ ７ ５ ／
Ｃ Ｌ ２ ５ ） と い う 。 ） を 溶 媒 で あ る １ ， ４ － ジ オ キ サ ン に 溶 解 し 、 ４ 質 量 ％ の 溶 液 を 調 整
す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ ２ ） 次 に 、 そ の Ｐ （ Ｌ Ａ ７ ５ ／ Ｃ Ｌ ２ ５ ） 溶 液 を 内 径 １ ２ ｍ ｍ の チ ュ ー ブ 状 鋳 型 に 静
か に 流 し 込 み 、 家 庭 用 フ リ ー ザ ー （ 温 度 － ２ ０ ℃ ） に て ２ ４ 時 間 凍 結 さ せ た 。
　 （ ３ ） そ の 後 、 凍 結 し た Ｐ （ Ｌ Ａ ７ ５ ／ Ｃ Ｌ ２ ５ ） 溶 液 を 鋳 型 か ら 取 り 出 し 、 １ ２ ｍ ｍ
φ × ８ ０ ｍ ｍ の 円 柱 状 の 凍 結 体 を 得 た 。
　 （ ４ ） こ の 円 柱 状 の 凍 結 体 を 、 抽 出 溶 媒 で あ る － ２ ０ ℃ に 冷 却 し た エ タ ノ ー ル ５ ０ ０ ｍ
Ｌ 中 に 浸 漬 さ せ 、 ２ ４ 時 間 放 置 す る こ と に よ っ て 、 １ ， ４ － ジ オ キ サ ン 溶 媒 の 抽 出 を 行 っ
た 。 こ こ で 、 エ タ ノ ー ル は 、 Ｐ （ Ｌ Ａ ７ ５ ／ Ｃ Ｌ ２ ５ ） に 難 溶 ま た は 不 溶 で あ り 、 か つ １
， ４ － ジ オ キ サ ン に 可 溶 で あ り 、 抽 出 効 率 を 向 上 さ せ る た め 、 抽 出 開 始 か ら １ ２ 時 間 後 に
新 し い も の と 交 換 し た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 （ ５ ） ま だ 完 全 に は １ ， ４ － ジ オ キ サ ン 溶 媒 が 抽 出 さ れ て い な い と 考 え ら れ る た め 、 さ
ら に 室 温 に て エ タ ノ ー ル を 用 い て Ｐ （ Ｌ Ａ ７ ５ ／ Ｃ Ｌ ２ ５ ） を 洗 浄 し た 。
　 （ ６ ） そ の 後 、 洗 浄 さ れ た Ｐ （ Ｌ Ａ ７ ５ ／ Ｃ Ｌ ２ ５ ） を ２ ４ 時 間 真 空 乾 燥 す る こ と に よ
っ て 多 孔 質 体 を 得 た 。
　 こ の よ う に し て 得 ら れ た 多 孔 質 体 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 連 続 し た 気 泡 を 有 す る と と も
に 、 ス キ ン － コ ア 構 造 が 無 く 、 表 皮 部 分 と 内 部 と の 孔 径 （ ２ μ ｍ ～ ５ ０ ０ μ ｍ ） お よ び 多
孔 度 （ ８ ０ ％ ～ ９ ８ ％ ） が 略 等 し い も の と な っ た 。 こ の よ う な 多 孔 度 を 有 す る 多 孔 質 体 は
、 組 織 再 生 用 の ス キ ャ ホ ー ル ド の 用 途 に 適 し て い る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 上 記 実 施 の 形 態 に お い て は 、 高 分 子 を 溶 媒 に 溶 解 さ せ た 高 分 子 溶 液 を 凍 結 さ せ て
い た が 、 高 分 子 溶 液 に さ ら に 粒 子 状 の 造 孔 剤 を 加 え る よ う に し て も よ い 。 こ こ で 、 造 孔 剤
と し て は 、 溶 媒 に 難 溶 ま た は 不 溶 か つ 抽 出 溶 媒 に 可 溶 な も の を 選 択 す る こ と が 望 ま し く 、
例 え ば Ｎ ａ Ｃ ｌ を 用 い る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 凍 結 さ せ た 高 分 子 溶 液 を 抽 出 溶 媒 を
用 い て 抽 出 す る 際 、 抽 出 溶 媒 が 粒 子 状 の 造 孔 剤 を 溶 媒 と と も に 溶 解 す る た め 、 多 孔 質 体 に
お い て は 、 造 孔 剤 の 大 き さ の 孔 が 形 成 さ れ る よ う に な る 。 な お 、 造 孔 剤 と し て 、 Ｎ ａ Ｃ ｌ
を 用 い る 場 合 に は 、 Ｎ ａ Ｃ ｌ が 可 溶 な 水 系 溶 剤 を 用 い て こ れ を 抽 出 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 に お い て は 、 高 分 子 を 溶 媒 に 溶 解 さ せ て 凍 結 さ せ て い た が 、 凍 結
前 に 徐 放 薬 剤 を 混 合 す る よ う に し て も よ い 。 こ の よ う に す れ ば 、 生 体 の 外 部 に 貼 付 す る 薬
剤 を 多 孔 質 体 の 製 造 時 に お い て 担 持 さ せ る こ と が で き 、 多 孔 質 体 の 製 造 後 に 薬 剤 を 外 部 か
ら 浸 透 さ せ る 方 法 と 比 べ て 多 孔 質 体 内 部 に ま で 薬 剤 を 含 侵 さ せ る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る 医 療 用 多 孔 質 体 の 製 造 方 法 は 、 特 に コ ス ト の 安 さ が 求 め ら れ る 医 療 用 多 孔
質 体 に 有 効 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 医 療 用 多 孔 質 体 の 走 査 型 電 子 顕 微 鏡 写 真 で あ る 。
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【 図 １ 】
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